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万博とモノの誕生 

2025（令和７）年４月に大阪府で「大阪・関西万博」が開催されます。開催まで１年半を切り、

最近ではマスメディアなどでも取り上げられているため、目にする方も多いと思います。日本で

は 2005（平成 17）年に愛知県で行われた「愛・地球博」以来の開催となります。愛・地球博に

行かれた方も多いのではないでしょうか。 

今月紹介する本は、先日図書室に配架しました『万国博覧会 知られざる歴史とＳＤＧｓとの

つながり』です。本書では、これまでの万博の歴史や大阪・関西万博とＳＤＧｓとの関わりなど

が分かりやすく記されています。 

万博の始まりは、1851 年にイギリスで開催された「第１回ロンドン万博」であるとされてい

ます。ちなみに日本における万博との関りは 1867 年に開催された「第２回パリ万博」から始ま

ります。1867（慶応３）年の日本といえば大政奉還が行われた年です。まさに幕末の激動の時代

の中で、国際社会の枠組みの中に入っていくことになります。 

そもそも万博とは、「国際博覧会」の略称で、世界中から多くの人やモノが一堂に集まり、最

新技術や文化を展示・発信するイベントでした。実際に、これまでの万博において当時の最新技

術や商品、モノやサービスが展示され、「人々の生活がより豊かになるモノ」が誕生してきまし

た。1853 年の「ニューヨーク万博」で登場したエレベーター、1878 年の「第３回パリ万博」で

はトーマス・エジソンが発明した蓄音機や現在の私たちにとっても身近な存在である電話が初

登場しました。 

これらは万博を通して世界に先駆けて発信され、現在に至るまで発展してきました。1970（昭

和 45）年に初めて日本で開催された「大阪万博」ではモノレールや携帯電話、電気自動車など

が展示され、日本の技術力の高さを世界に示す場となりました。 

さて、冒頭で述べましたが、2025（令和７）年に大阪府で２度目の万博が開催されます。今回

の万博で最も注目されているのが、本書の副題にもなっている「ＳＤＧｓ」

です。ＳＤＧｓとは、世界中にある環境問題・差別・貧困・人権問題とい

った人類共通の問題を 2030 年までに解決していこうという計画・目標の

ことです。2025 年はＳＤＧｓの目標年である 2030 年の５年前に当たり、

まさに課題解決に向けてラストスパートをかけなければならない時期に

なります。そのため大阪万博のパビリオンの出展者はＳＤＧｓの 17 の目

標から必ず１つ以上展示に盛り込む必要があると求められているようで

す。いわばＳＤＧｓ万博と言っても過言ではないような気がします。 

これまでの万博を通して私たちの生活がより豊かになるモノがたくさ

ん誕生してきましたが、さて、２年後に開催される「大阪・関西万博」で

は、どんな「私たちの生活をより豊かにするモノ」が誕生するのかとても

楽しみであります。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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